
序

『
源
氏
物
語
』
の
花
宴
巻
か
ら
葵
巻
に
至
る
と
、
御
代
替
わ
り
を

終
え
、
既
に
朱
雀
帝
御
代
と
な
っ
て
い
る
。
御
代
替
わ
り
に
は
、
桐

壺
帝
の
譲
位
と
朱
雀
帝
の
即
位
、
冷
泉
の
立
太
子
、
弘
徽
殿
女
御
の

皇
太
后
立
后
、
大
嘗
祭
、
新
斎
宮
・
新
斎
院
の
卜
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
物
語
に
一
切
語
ら
れ
て
い
な

い
。
葵
巻
冒
頭
に
語
ら
れ
る
行
事
は
、
御
代
替
わ
り
に
伴
う
新
斎
院

の
御
禊
の
記
事
で
あ
る
。
花
宴
巻
の
巻
末
は
三
月
二
十
余
日
の
右
大

臣
邸
で
の
藤
の
花
宴
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
葵
巻
の
冒
頭
は
四
月
の

新
斎
院
の
御
禊
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
一
見
そ
の
ま
ま
繋
が
る
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
そ
の
御
禊
を
初
斎
院
入
り
前
の
そ
れ
と
す
る
か
、

紫
野
院
入
り
前
の
そ
れ
と
す
る
か
で
、
時
間
の
経
過
は
大
き
く
変
わ

る
。
こ
こ
に
物
語
の
時
間
の
経
過
を
読
み
解
く
端
緒
が
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
御
禊
を
端
緒
と
し
て
花
宴
巻
か
ら
の
時
間
の
経
過

を
考
察
し
、
斎
院
と
の
比
較
に
お
い
て
語
ら
れ
る
斎
宮
の
初
斎
院
入

り
や
群
行
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
え
る
の
か
、
さ
ら
に
賢
木
巻
で

行
わ
れ
て
い
る
五
壇
の
御
修
法
を
加
え
、
葵
巻
か
ら
賢
木
巻
の
朱
雀

帝
御
代
の
始
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え

て
み
た
い
。一

斎
院
御
禊
と
空
白
の
時
間

葵
巻
冒
頭
の
新
斎
院
の
御
禊
の
記
事
が
、
初
斎
院
入
り
前
の
そ
れ

か
紫
野
院
入
り
前
の
そ
れ
か
は
、
す
で
に
古
注
の
段
階
か
ら
議
論
の

的
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か

を
検
証
し
、
花
宴
巻
か
ら
葵
巻
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し
た
か

朱
雀
帝
御
代
の
始
ま
り

│
│
葵
巻
前
の
空
白
の
時
間
と
五
壇
の
御
修
法
│
│

浅

尾

広

良
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を
考
え
て
み
た
い
。

『
源
氏
物
語
』
の
年
立
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
自
覚
的
に
取
り
組

ん
だ
の
は
一
条
兼
良
で
あ
る
。
兼
良
は
そ
の
著
書
『
花
鳥
余
情
』
の

葵
巻
の
最
初
の
箇
所
で
、
花
宴
巻
と
葵
巻
と
を
同
じ
年
と
考
え
る
こ

と
に
は
六
つ
の
疑
問
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
要
点
を
記
す
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

一
、
花
宴
巻
末
は
三
月
下
旬
、
葵
巻
冒
頭
の
斎
院
御
禊
は
四
月

で
、
そ
の
間
に
譲
位
・
立
太
子
・
源
氏
の
任
大
将
・
斎
院

斎
宮
の
卜
定
が
行
わ
れ
る
に
は
短
す
ぎ
る
。

二
、
花
宴
巻
で
光
源
氏
は
宰
相
中
将
で
十
九
歳
で
あ
る
。
葵
巻

が
同
じ
年
な
ら
十
九
歳
で
大
将
に
な
っ
て
い
る
。
若
菜
巻

に
二
十
一
歳
で
宰
相
で
大
将
を
兼
ね
た
と
あ
る
言
葉
に
矛

盾
す
る
。

三
、
花
宴
巻
で
紫
上
は
十
二
歳
で
あ
る
。
葵
巻
で
新
枕
を
交
わ

し
て
い
る
。
十
二
歳
で
の
結
婚
は
若
す
ぎ
る
。
医
書
に
も

天
癸
（
月
経
）
は
十
四
歳
と
あ
る
。

四
、
冷
泉
は
花
宴
巻
で
二
歳
、
澪
標
巻
で
十
一
歳
で
元
服
す

る
。
花
宴
と
葵
を
同
じ
年
と
考
え
る
と
二
年
不
足
す
る
。

五
、
斎
院
の
御
禊
は
初
斎
院
入
り
前
の
そ
れ
と
紫
野
院
入
り
の

前
の
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
度
目
の
御
禊
で
あ
る
確
証

が
あ
る
。
初
度
の
御
禊
は
四
月
に
あ
る
筈
が
な
く
、
ま
た

そ
の
例
も
な
い
。

六
、
斎
宮
卜
定
も
受
禅
後
で
あ
る
。
初
斎
院
に
は
去
年
入
る
は

ず
だ
っ
た
と
本
文
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲
位
は
本
年
で
は

な
く
、
葵
巻
以
前
の
事
と
知
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
具
体
的
な
空
白
の
時
間
の
長
さ
を
表
す
徴
証
と
な
る

の
は
、
二
・
四
・
五
・
六
で
あ
る
。
一
条
兼
良
と
同
じ
よ
う
に
年
立

に
注
目
し
た
本
居
宣
長
は
、
二
の
光
源
氏
の
年
齢
に
修
正
を
加
え
、

帚
木
巻
で
の
年
齢
を
十
七
と
し
た
う
え
で
花
宴
巻
を
二
十
歳
、
葵
巻

を
二
十
二
歳
と
し
た
が
、
花
宴
巻
か
ら
葵
巻
ま
で
に
経
過
し
た
時
間

（
�
）

の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
兼
良
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
。
二
と
四
は
、

二
年
の
経
過
を
ど
こ
か
で
見
な
い
と
矛
盾
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ

て
、
本
質
的
に
は
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
み
て
良
い
。
こ
の
う

ち
、
よ
り
確
実
に
比
較
検
討
の
材
料
と
な
る
の
は
、
四
の
冷
泉
の
年

齢
で
あ
る
。
冷
泉
は
、
紅
葉
賀
巻
で
生
ま
れ
、
澪
標
巻
で
十
一
歳
で

元
服
し
た
と
あ
る
か
ら
、
紅
葉
賀
巻
と
澪
標
巻
ま
で
の
ど
こ
か
の
巻

と
巻
と
の
間
で
合
計
二
年
間
の
時
間
の
経
過
を
見
な
い
と
、
繋
が
ら

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
間
を
ど
こ
に
見
積
も
る
か
が
問
題
で
、

一
条
兼
良
や
本
居
宣
長
は
そ
れ
を
花
宴
巻
か
ら
葵
巻
ま
で
の
間
に
読

も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
原
田
芳
起
に
よ
る
反
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論
が
あ
る
。
通
常
、
新
斎
院
が
卜
定
さ
れ
る
と
、
あ
ま
り
時
間
を
空

け
ず
に
一
度
目
の
御
禊
を
行
っ
て
そ
の
ま
ま
初
斎
院
に
入
る
。
そ
し

て
、
初
斎
院
に
入
っ
て
約
二
年
間
斎
戒
潔
斎
し
た
後
、
二
度
目
の
御

禊
を
行
っ
て
紫
野
院
に
入
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
一
度
目
の
御
禊
と

考
え
れ
ば
、
葵
巻
が
始
ま
る
直
前
に
朱
雀
帝
の
即
位
、
お
よ
び
斎
院

の
卜
定
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
二
度
目
の
御
禊
と
考
え
れ
ば
、
約

二
年
前
に
即
位
と
卜
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
条
兼
良
や
本

居
宣
長
は
こ
れ
を
二
度
目
と
考
え
て
、
花
宴
巻
か
ら
葵
巻
ま
で
の
間

に
二
年
の
時
間
が
経
過
し
た
と
し
、
原
田
は
一
度
目
と
考
え
て
葵
巻

を
花
宴
の
翌
年
の
即
位
の
年
と
し
、
さ
ら
に
花
散
里
巻
を
賢
木
巻
の

翌
年
と
し
て
合
計
二
年
の
経
過
を
見
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
原
田
芳
起
が
一
条
兼
良
の
説
を
批
判
し
、
こ
れ
が
初
斎

院
入
り
前
だ
と
す
る
根
拠
と
し
た
二
点
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
て
み

た
い
。
そ
の
第
一
は
、
先
の
五
の
斎
院
が
四
月
に
初
斎
院
入
り
し
た

例
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
原
田
は
そ
の
例
が
『
源
氏
物
語
』
以
後

に
は
い
く
つ
も
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
が
歴
史
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
御
禊
の
供
奉
に
つ

い
て
、
初
度
の
御
禊
は
「
勅
使
参
議
一
人
の
み
供
奉
」
と
す
る
兼
良

の
理
解
は
間
違
っ
て
い
る
と
す
る
点
で
あ
る
。

原
田
の
主
張
の
一
点
目
に
つ
い
て
、
確
か
に
『
源
氏
物
語
』
以
後

の
後
一
条
天
皇
の
御
代
、
選
子
内
親
王
の
後
に
斎
院
と
な
っ
た
馨
子

内
親
王
は
長
元
五
（
一
〇
三
二
）
年
四
月
二
十
五
日
に
初
斎
院
に
入

っ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
後
朱
雀
天
皇
御
代
の
娟
子
内
親
王
が
長

元
十
（
一
〇
三
七
）
年
四
月
十
三
日
に
、
堀
河
天
皇
御
代
の
令
子
内

親
王
が
寛
治
四
（
一
〇
九
〇
）
年
四
月
九
日
に
、
鳥
羽
天
皇
御
代
の

官
子
内
親
王
が
天
仁
二
（
一
一
〇
九
）
年
四
月
二
十
日
に
、
崇
徳
天

皇
御
代
の
統
子
内
親
王
が
大
治
三
（
一
一
二
八
）
年
四
月
十
四
日

に
、
禧
子
内
親
王
が
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
四
月
十
八
日
に
そ
れ

ぞ
れ
初
斎
院
入
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
以
後
に

は
、
斎
院
が
四
月
に
初
斎
院
入
り
す
る
例
を
い
く
つ
も
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
原
田
は
『
年
中
行
事
秘
抄
』
の
四
月
の
条

に
、

初
斎
院
御
禊
年
雖
二

八
日
不
一レ

當
二

神
事
一

。
灌
仏
停
止
事
。

長
暦
元
年
寛
治
四
年
例
也
。【
近
代
多
雖
レ

不
レ

當
二

神
事
一

。
初

斎
院
年
停
止
。】

経
頼
記
云
。
長
暦
元
年
四
月
三
日
斎
宮
良
子
。
入
二

大
膳
職
一

。

同
八
日
雖
レ

不
レ

當
二

神
事
一

。
依
二

伊
勢
賀
茂
斎
院
禊
一

無
二

灌

仏
一

。
同
十
三
日
丙
辰
斎
院
娟
子
。
入
二

右
近
府
一

。

康
和
三
年
四
月
八
日
灌
仏
如
レ

常
。
同
十
三
日
初
斎
院
入
二

御
紫

野
一

。

― ２２ ―



天
永
元
年
四
月
八
日
灌
仏
如
レ

常
。
同
十
三
日
初
斎
院
入
二

御
紫

（
�
）
野
一

。

と
あ
る
の
を
根
拠
と
し
て
、
斎
院
が
四
月
に
初
斎
院
に
入
る
こ
と
が

む
し
ろ
慣
例
だ
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
年
中
行
事
秘

抄
』
の
記
述
は
、
斎
宮
と
斎
院
の
初
斎
院
が
四
月
に
行
わ
れ
た
た
め

に
灌
仏
会
が
停
止
さ
れ
た
例
を
記
し
、
そ
の
後
初
斎
院
の
年
に
神
事

が
な
く
と
も
灌
仏
会
が
停
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
四
月
に
初
斎
院
入
り
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ

た
事
実
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
挙
が
っ
て
い
る
の

は
、
斎
宮
良
子
内
親
王
（
後
朱
雀
天
皇
御
代
）、
斎
院
娟
子
内
親
王

（
後
朱
雀
天
皇
御
代
）・
令
子
内
親
王
（
堀
河
天
皇
御
代
）・
禎
子
内

親
王
（
堀
河
天
皇
御
代
）・
官
子
内
親
王
（
鳥
羽
天
皇
御
代
）
で
、

こ
れ
を
慣
例
と
言
う
の
な
ら
、
後
朱
雀
天
皇
御
代
以
降
、
院
政
期
を

中
心
に
行
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
原
田
は
、
こ
れ
ら
を
根

拠
と
し
て
、

源
氏
物
語
以
前
の
実
例
は
、
初
斎
院
入
り
四
月
と
い
う
の
が
記

録
に
な
い
が
、
絶
無
で
あ
つ
た
と
い
う
証
も
ま
た
な
い
。（
中

略
）
源
氏
物
語
以
前
を
積
極
的
に
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
そ
の
直
後
の
斎
院
の
初
度
御
禊
が
四
月
に
あ
つ
た
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
の
有
職
家
の
見
解
は
四
月
初
度
禊
を
容
認
し
支

持
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

（
中
略
）
源
氏
物
語
の
賀
茂
の
御
禊
が
、
当
時
初
度
の
そ
れ
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
て
、
文
学
が
逆
に
歴
史
に
影
響
し
た
も
の
で

（
�
）

も
あ
ろ
う
か
。

と
述
べ
、『
源
氏
物
語
』
の
葵
巻
の
新
斎
院
御
禊
が
初
斎
院
入
り
の

前
の
そ
れ
だ
と
断
ず
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
四
月
の
初
斎

院
入
り
が
『
源
氏
物
語
』
以
前
ま
で
溯
り
得
る
の
か
ど
う
か
、『
源

氏
物
語
』
の
例
が
そ
の
後
の
歴
史
に
影
響
を
与
え
た
と
言
い
得
る
の

か
ど
う
か
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
調
べ
ら
れ
た
斎
宮
・
斎
院
の
任
官

表
を
巻
末
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
斎
宮
・
斎
院
の

卜
定
や
斎
宮
の
野
宮
入
り
や
群
行
、
斎
院
の
紫
野
院
入
り
の
日
付
け

は
記
録
と
し
て
比
較
的
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
初
斎
院
入
り
の
日
付

は
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
中
で
、『
源
氏
物
語
』

成
立
以
前
で
斎
院
が
四
月
に
初
斎
院
入
り
し
た
例
を
探
す
と
、
醍
醐

天
皇
御
代
の
斎
院
韶
子
内
親
王
と
円
融
天
皇
御
代
の
斎
院
選
子
内
親

王
の
二
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
最
初
の
韶
子
内
親

王
は
、
前
任
の
斎
院
宣
子
内
親
王
の
薨
去
を
受
け
て
、
延
喜
二
十
一

（
九
二
一
）
年
二
月
二
十
五
日
に
新
斎
院
に
卜
定
さ
れ
る
も
の
の
、

初
斎
院
入
り
す
る
前
に
延
喜
二
十
二
（
九
二
二
）
年
二
月
に
貞
頼
親

王
が
、
そ
し
て
同
年
十
一
月
に
は
是
忠
親
王
が
薨
去
し
、
さ
ら
に
延
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喜
二
十
三
（
九
二
三
）
年
三
月
に
は
皇
太
子
保
明
親
王
が
薨
去
し
て

し
ま
っ
た
た
め
に
大
幅
に
遅
れ
、
延
長
二
（
九
二
四
）
年
四
月
十
四

日
に
や
っ
と
初
斎
院
入
り
し
た
例
で
あ
る
。
卜
定
か
ら
初
斎
院
ま
で

実
に
三
年
二
ヵ
月
も
経
過
し
た
特
異
な
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
通
常

と
見
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
通
常
の
例
で
斎
院
が
四

月
に
初
斎
院
入
り
し
た
初
例
は
、
選
子
内
親
王
と
な
り
、
そ
の
後
に

『
源
氏
物
語
』
成
立
以
後
と
な
る
後
一
条
天
皇
御
代
の
斎
院
馨
子
内

（
�
）

親
王
が
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
な
い

も
の
の
中
に
、
四
月
初
斎
院
入
り
の
例
が
あ
る
可
能
性
は
残
る
も
の

の
、
後
代
に
影
響
を
残
す
ほ
ど
の
四
月
初
斎
院
入
り
の
前
例
は
な

い
。
む
し
ろ
、
五
十
六
年
三
ヵ
月
も
の
長
き
に
亘
っ
て
斎
院
で
あ
り

続
け
た
選
子
内
親
王
が
前
例
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
卜
定
さ
れ
た
斎

院
馨
子
内
親
王
も
四
月
に
初
斎
院
入
り
し
た
こ
と
で
、
後
代
に
強
く

影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
次
の
後

朱
雀
天
皇
御
代
の
斎
宮
・
斎
院
の
初
斎
院
入
り
が
い
ず
れ
も
四
月
に

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
以
降
も
踏
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
葵
巻
が
歴
史
に
影
響
を
与
え

た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
全
く
否
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
葵
巻
の

御
禊
を
初
斎
院
入
り
の
前
の
そ
れ
と
解
釈
し
て
い
る
古
注
釈
書
が
一

つ
も
な
く
、
そ
も
そ
も
初
斎
院
入
り
前
の
そ
れ
か
ど
う
か
と
い
う
議

論
そ
の
も
の
が
室
町
時
代
に
成
立
し
た
『
花
鳥
余
情
』
以
降
で
し
か

行
わ
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
も
、
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
史
実

に
徴
す
る
限
り
、『
源
氏
物
語
』
成
立
以
前
に
は
、
斎
院
の
初
斎
院

入
り
は
む
し
ろ
四
月
に
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
見
る
方
が

妥
当
性
が
あ
る
。

次
に
原
田
が
挙
げ
る
二
点
目
の
御
禊
の
供
奉
に
つ
い
て
で
あ
る
。

原
田
は
、『
延
喜
式
』
の
初
斎
院
の
供
奉
人
に
関
す
る
記
述
を
一
条

兼
良
は
読
み
誤
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。『
延
喜
式
』
巻
六
「
斎
院

司
」
に
載
る
初
斎
院
の
際
の
供
奉
人
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

勅
使
参
議
一
人
。
院
別
當
一
人
。
五
位
四
人
。
六
位
四
人
並
前

駈
。
左
右
近
衛
。
左
右
兵
衛
各
二
人
。
左
右
門
部
各
二
人
。
左

右
火
長
各
十
人
供
奉
。
左
右
京
職
官
人
率
二

兵
士
巳
上
一

迎
候
。

山
城
国
司
率
二

郡
司
一

候
二

京
極
路
一

。
辨
一
人
。
史
一
人
。
史
生

（
�
）

二
人
。
官
掌
一
人
。
率
二

供
奉
諸
司
一

。
就
二

禊
所
一

行
レ

事
。

『
花
鳥
余
情
』
は
、
物
語
の
御
禊
を
二
度
目
の
そ
れ
で
あ
る
と
し

て
次
の
よ
う
に
記
す
。

初
度
の
禊
の
事
は
此
物
語
に
み
え
す

い
ま
此
巻
に
い
へ
る
は

野
宮
へ
入
給
は
ん
と
て
の
二
度
の
御
は
ら
へ
を
い
へ
り

そ
の

故
は
初
度
の
禊
に
は
勅
使
参
議
一
人
供
奉
す

二
度
禊
に
は
大
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納
言
中
納
言
参
議
以
下
あ
ま
た
供
奉
す

毎
年
の
禊
に
は
公
卿

一
か
う
に
供
奉
せ
す

此
巻
云
御
禊
の
日
か
ん
た
ち
め
か
す
さ

さ
た
ま
り
た
る
事
な
れ
と
か
た
ち
あ
る
を
え
ら
せ
給
ふ

延
喜

式
に
二
度
の
禊
の
勅
使
に
は
大
納
言
中
納
言
各
一
人
参
議
二
人

四
位
五
位
各
四
人
す
へ
て
十
二
人
の
勅
使
な
り

こ
れ
を
か
す

さ
た
ま
る
と
い
へ
り

源
氏
の
大
将
は
参
議
二
人
の
中
な
る
へ

し

こ
れ
を
も
て
こ
れ
を
い
ふ
に
此
巻
に
い
へ
る
は
二
度
の
禊

（
�
）

う
た
か
ひ
な
き
物
也

一
条
兼
良
が
「
初
度
の
禊
に
は
勅
使
参
議
一
人
供
奉
す

二
度
禊

に
は
大
納
言
中
納
言
参
議
以
下
あ
ま
た
供
奉
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
原
田
は
次
の
よ
う
に
そ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。

厳
密
に
言
え
ば
勅
使
は
供
奉
人
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）

延
喜
式
の
「
勅
使
参
議
一
人
」
と
あ
る
の
は
御
禊
供
奉
の
諸
卿

が
一
人
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
く
、
勅
使
が
一
人
と
い
う
の

で
、
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。「
前
駆
」
は
た
だ
「
左
右
近
衛
」

の
よ
う
に
あ
る
か
ら
、
中
将
が
出
て
も
大
将
が
出
て
も
延
喜
式

に
は
違
反
す
る
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。（
中
略
）
葵
の
物

語
で
、
源
氏
が
「
と
り
わ
き
た
る
宣
旨
」
で
前
駆
に
加
わ
つ
た

と
し
て
も
、
別
に
そ
れ
が
初
度
で
な
い
こ
と
を
証
す
る
ほ
ど
の

こ
と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
延
喜
式
の
前
駆
の
定
め
の
ま
ゝ
で

も
、
左
右
近
衛
左
右
兵
衛
以
下
が
、
中
将
で
も
大
将
で
も
任
ず

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
い
く
ら
で
も
重
く
す
る
こ
と
は

で
き
る
。
西
宮
記
を
見
る
と
、
二
度
め
の
御
禊
で
も
「
斎
院
御

前
、
参
議
有
レ

障
不
二レ

可
奉
仕
一

」
と
か
「
元
慶
無
二

公
卿
御

前
一

」
と
か
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
実
際
は
初
度
必

ず
し
も
軽
か
ら
ず
、
二
度
必
ず
し
も
重
か
ら
ず
、
と
い
う
の
が

（
�
）

現
実
で
あ
つ
た
ら
し
い
。

初
斎
院
の
場
合
で
も
、
中
納
言
や
参
議
が
供
奉
す
る
例
が
あ
り
、

『
延
喜
式
』
で
述
べ
る
内
容
は
、
兼
良
の
言
う
よ
う
に
「
勅
使
参
議

一
人
供
奉
」
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
確
か
に
歴
史
上
に
は
初

斎
院
の
供
奉
人
に
上
達
部
が
な
る
例
が
あ
り
、
か
つ
光
源
氏
は
「
と

り
わ
き
た
る
宣
旨
」
に
よ
っ
て
参
加
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
延

喜
式
』
の
規
定
か
ら
外
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
が
、『
源

氏
物
語
』
葵
巻
の
御
禊
の
箇
所
の
記
述
を
見
る
と
、
原
田
は
大
事
な

内
容
に
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

ご
け
い

か
む
だ
ち
め

御
禊
の
日
、
上
達
部
な
ど
数
定
ま
り
て
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
わ

か
た
ち

し
た
が
さ
ね

ざ
な
れ
ど
、
お
ぼ
え
こ
と
に
容
貌
あ
る
か
ぎ
り
、
下
襲
の
色
、

う
へ
の
は
か
ま

も
ん

む
ま

く
ら

表
袴
の
紋
、
馬
、
鞍
ま
で
み
な
と
と
の
へ
た
り
、
と
り
わ
き

せ
ん
じ

だ
い
し
や
う

た
る
宣
旨
に
て
、
大
将
の
君
も
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
。

（
�
）

（
葵
②

二
〇
〜
二
一
頁
）
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と
、
こ
の
日
の
御
禊
に
供
奉
す
る
上
達
部
が
「
数
定
ま
り
て
仕
う
ま

つ
り
た
ま
ふ
わ
ざ
」
と
人
数
に
既
に
決
ま
り
が
あ
る
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
こ
れ
は
御
禊
に
上
達
部
が
複
数
名
が
供
奉
す
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
と
の
語
り
方
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
は
さ
ら
に
上
達
部
の
中

で
も
容
貌
の
良
い
人
た
ち
を
集
め
、
下
襲
の
色
や
表
袴
の
紋
、
馬
や

鞍
ま
で
揃
え
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
な
の
で
あ
り
、
こ
の
供
奉
人
に
光

源
氏
も
加
わ
る
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
初
斎
院
の
供
奉
の
上
達
部

だ
と
規
定
で
は
「
勅
使
参
議
一
人
」
と
な
り
、
勅
使
が
供
奉
人
で
な

い
と
す
る
と
、
上
達
部
は
誰
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
む
し
ろ
『
延
喜
式
』
の
二
度
目
の
御
禊
の
供

奉
人
に
関
す
る
記
述
の
、

勅
使
大
納
言
。
中
納
言
各
一
人
。
参
議
二
人
。
四
位
。
五
位
各

四
人
。
内
侍
一
人
。
辨
一
人
。
外
記
。
史
各
一
人
。
太
政
官
史

生
一
人
。
辨
官
史
生
二
人
。
官
掌
一
人
。
神
祇
。
内
蔵
。
縫

殿
。
陰
陽
。
大
蔵
。
宮
内
。
大
膳
。
木
工
。
大
炊
。
主
殿
。
掃

部
。
造
酒
。
主
水
。
左
右
馬
等
官
省
職
寮
司
供
奉
。

上
達
部
と
し
て
「
勅
使
大
納
言
。
中
納
言
各
一
人
。
参
議
二
人
」
と

数
名
が
供
奉
し
、
勅
使
の
大
納
言
を
除
い
た
と
し
て
も
三
人
の
上
達

部
を
従
え
る
姿
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
原
田
は
、『
長
秋

記
』
や
『
中
右
記
』
な
ど
の
実
際
の
御
禊
に
供
奉
し
た
人
々
の
記
録

か
ら
、「
勅
使
参
議
一
人
」
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
が
、
物
語
に

お
い
て
は
「
と
り
わ
き
た
る
宣
旨
」
に
よ
っ
て
加
わ
っ
た
の
は
光
源

氏
一
人
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
御
禊
を
初
斎

院
前
の
御
禊
と
考
え
る
に
は
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
。こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
新
斎
院
の
御
禊
は
、
初
斎
院
入
り
前

の
そ
れ
で
は
な
く
、
紫
野
院
入
り
前
の
二
度
目
の
御
禊
と
考
え
ざ
る

を
え
ず
、
そ
う
な
る
と
最
初
の
年
立
の
問
題
は
、
花
宴
巻
か
ら
葵
巻

ま
で
の
間
に
二
年
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
と
考
え
る
一
条
兼
良
や

本
居
宣
長
の
説
の
方
が
妥
当
だ
と
い
う
結
論
に
至
る
。

二

朱
雀
帝
即
位
時
の
想
定
と
葵
巻
の
特
徴

前
節
の
結
論
を
承
け
て
、
花
宴
巻
と
葵
巻
の
間
に
二
年
の
時
間
の

経
過
を
読
ん
だ
場
合
、
そ
の
二
年
の
空
白
の
間
に
ど
の
よ
う
な
経
緯

が
あ
っ
た
の
か
を
次
に
考
え
て
み
た
い
。
実
は
、
花
宴
巻
と
葵
巻
の

間
に
二
年
の
時
間
の
経
過
を
読
み
、
斎
院
の
御
禊
を
二
度
目
の
そ
れ

と
考
え
た
場
合
で
も
、
物
語
の
時
間
と
の
間
に
見
逃
せ
な
い
齟
齬
が

（
�
）

生
じ
る
と
指
摘
す
る
の
が
今
井
上
で
あ
る
。
今
井
は
、
二
年
の
経
過

を
説
く
現
行
の
年
立
の
中
で
、
新
斎
宮
と
新
斎
院
の
卜
定
が
い
つ
行

わ
れ
た
か
を
考
察
し
、「
斎
院
も
ま
た
、
斎
宮
同
様
、
花
宴
巻
の
同
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年
に
で
は
な
く
、
花
宴
巻
と
葵
巻
の
間
に
挟
ま
れ
た
空
白
の
年
の
ど

こ
か
で
卜
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
そ
の
前
提
と
な
る

「
桐
壺
帝
の
退
位
も
、
通
説
通
り
、
花
宴
と
葵
に
挟
ま
れ
た
、
語
ら

れ
ざ
る
一
年
の
間
の
出
来
事
と
見
て
よ
か
ろ
う
」
と
述
べ
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

葵
巻
と
花
宴
巻
に
挟
ま
れ
た
空
白
の
年
の
ど
こ
か
で
卜
定
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
斎
院
が
、
翌
年
の
夏
、
葵
巻
頭
の
段
階
で
、

は
や
く
も
二
度
目
の
御
禊
を
済
ま
せ
、
紫
野
の
本
院
入
り
を
果

た
し
て
葵
祭
に
供
奉
す
る
（
そ
れ
が
『
花
鳥
余
情
』
以
来
の
通

説
）
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
斎
院
の
二

度
目
の
御
禊
は
、
ど
れ
ほ
ど
速
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
と
し
て

も
、
卜
定
の
翌
年
に
そ
れ
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
、
か

（
�
）

な
り
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

葵
巻
の
前
年
（
す
な
わ
ち
空
白
の
年
）
の
正
月
に
桐
壺
帝
の
譲
位

と
そ
れ
に
伴
う
新
斎
院
の
卜
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
葵
巻
の
夏
ま

で
に
は
一
年
三
ヵ
月
程
度
の
時
間
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
新
斎
院
が
二

度
目
の
御
禊
に
辿
り
着
く
ま
で
の
時
間
と
し
て
は
あ
ま
り
に
短
す
ぎ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
井
は
、
さ
ら
に
賢
木
巻
で
の
雲
林
院
に
籠

も
っ
た
光
源
氏
が
、
紫
野
院
に
い
る
朝
顔
斎
院
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
文
を
送
る
と
い
う
場
面
を
取
り
上
げ
、
朝
顔
斎
院
が
賢
木
巻
の
二

年
目
の
春
に
卜
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
同
年
秋
に
紫
野
院
に
入
っ
て
い

る
の
は
疑
問
だ
と
し
て
、
作
者
紫
式
部
が
生
き
た
時
代
に
は
大
斎
院

選
子
内
親
王
が
長
き
に
亘
っ
て
斎
院
の
座
に
い
た
た
め
に
、
か
え
っ

て
斎
院
制
度
へ
の
理
解
を
疎
く
し
、
斎
院
の
描
か
れ
方
に
限
界
を
も

（
�
）

た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
づ
け
る
。
今
井
が
指

摘
す
る
二
点
の
疑
問
の
う
ち
、
後
半
の
賢
木
巻
の
記
述
に
関
し
て

は
、
物
語
本
文
に
は
「
吹
き
か
ふ
風
も
近
き
ほ
ど
に
て
、
斎
院
に
も

聞
こ
え
た
ま
ひ
け
り
」（
賢
木
②

一
一
九
頁
）
と
あ
り
、
雲
林
院

が
紫
野
院
の
近
く
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
斎
院
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
と
い
う
文
脈
で
あ
っ
て
、
こ
の
斎
院
を
紫
野
院
と
い
う
場
所
に
限

定
せ
ず
と
も
、
斎
院
と
な
っ
た
朝
顔
の
こ
と
と
考
え
れ
ば
、
さ
し
て

問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
古
注
で
は
『
細
流
抄
』
が

（
�
）

「
槿
斎
院
也
。
賀
茂
ち
か
き
渡
り
な
る
ゆ
へ
也
」
と
人
物
の
こ
と
と

理
解
し
、
古
注
の
中
で
問
題
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
場
所
と

考
え
て
朝
顔
が
紫
野
院
に
い
る
の
が
不
審
だ
と
す
る
の
は
現
代
注
に

（
�
）

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
前
半
で
指
摘
し
た
卜
定
か
ら

二
度
目
の
御
禊
ま
で
の
時
間
の
短
さ
こ
そ
が
問
題
と
な
る
が
、
今
井

の
述
べ
る
よ
う
に
、
本
当
に
葵
巻
の
前
年
に
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
は

行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
。
紫
式
部
は
斎
院
制
度
へ
の
理
解
が
疎
い
と

結
論
す
る
前
に
、
物
語
に
語
ら
れ
た
内
容
の
特
徴
を
歴
史
上
の
斎
宮

― ２７ ―



・
斎
院
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

今
井
が
葵
巻
の
前
年
に
斎
宮
・
斎
院
の
卜
定
が
あ
っ
た
と
理
解
す

る
根
拠
は
、
新
斎
宮
の
初
斎
院
入
り
に
関
す
る
記
述
に
よ
る
。
新
斎

さ
い
ぐ
う

こ

ぞ

う

ち

宮
秋
好
の
初
斎
院
入
り
に
つ
い
て
、
物
語
は
「
斎
宮
は
、
去
年
内
裏

い
に
入
り
た
ま
ふ
べ
か
り
し
を
、
さ
ま
ざ
ま
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
こ

の
秋
入
り
た
ま
ふ
。」（
葵
②

三
七
頁
）
と
あ
り
、
去
年
宮
中
の
潔

斎
所
に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
遅
れ
て
今
年
│
す
な
わ
ち
葵

巻
の
一
年
目
│
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
宮
中
の
中
の
便
所
│
す
な
わ

ち
初
斎
院
│
に
入
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
今
井
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
、
彼
女
が
花
宴
巻
の
同
年
に
卜
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る

と
、
こ
の
新
斎
宮
は
卜
定
の
翌
々
年
の
秋
ま
で
、
宮
中
に
さ
え

入
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
時
代
、
斎
宮
が
卜
定
か
ら
宮
中
の
便
所
に
入
る
ま
で
に
費
す

時
間
は
長
く
て
も
一
年
程
度
（
規
子
内
親
王
の
場
合
。
天
延
三

年
（
九
七
五
）
二
月
二
七
日
卜
定
、
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
二

月
二
六
日
宮
中
入
り
）、
た
い
て
い
は
三
ヵ
月
か
ら
十
ヵ
月
程

度
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
長
さ
で
あ

る
。（
中
略
）
そ
う
な
る
と
、
新
斎
院
の
卜
定
時
期
も
お
の
ず

と
限
定
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
弘
徽
殿
腹
の
女
三
宮
も
、
葵
巻
頭

に
お
け
る
新
斎
宮
の
卜
定
の
話
題
に
つ
づ
い
て
「
そ
の
頃
、
斎

院
も
下
り
ゐ
給
ひ
て
、
后
腹
の
女
三
宮
ゐ
給
ひ
ぬ
」（
②
二

○
）、
そ
れ
と
時
期
的
に
前
後
し
て
卜
定
さ
れ
た
と
あ
る
か
ら

で
、
つ
ま
り
斎
院
も
ま
た
、
斎
宮
同
様
、
花
宴
巻
の
同
年
で
は

な
く
、
花
宴
巻
と
葵
巻
の
間
に
挟
ま
れ
た
空
白
の
年
の
ど
こ
か

（
�
）

で
卜
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
御
代
替
わ
り
に
伴
う
新
斎
宮
・
新
斎
院
の
卜
定
が
時
期

的
に
前
後
し
て
行
わ
れ
、
斎
宮
の
卜
定
か
ら
初
斎
院
入
り
は
長
く
て

も
一
年
程
度
で
あ
り
、
か
つ
去
年
ま
で
に
入
る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う

本
文
か
ら
、
卜
定
が
花
宴
巻
と
同
じ
年
と
す
る
と
「
考
え
ら
れ
な
い

長
さ
」
が
経
っ
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
花
宴
巻
の
翌
年
（
葵
巻
の

前
年
）
に
卜
定
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
新

斎
宮
秋
好
の
卜
定
か
ら
初
斎
院
入
り
を
基
準
に
し
た
場
合
に
導
か
れ

る
見
解
で
あ
っ
て
、
基
準
を
ど
こ
に
置
く
か
で
見
え
方
は
変
わ
っ
て

く
る
。
例
え
ば
、
花
宴
巻
の
年
に
卜
定
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
回

の
斎
院
の
御
禊
ま
で
約
二
年
の
時
間
が
経
過
し
て
い
て
、
斎
院
の
二

度
目
の
御
禊
ま
で
の
時
間
と
し
て
は
何
ら
不
審
は
な
い
。
代
わ
り
に

新
斎
宮
秋
好
の
初
斎
院
入
り
が
異
常
に
遅
か
っ
た
と
も
言
い
換
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
山
本
利
達
が
指
摘
す
る
よ
う
に
斎
宮
と
す
べ
き
適
任

者
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
人
選
に
手
間
取
り
、
斎
院
決
定
の
翌
年
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（
�
）

（
葵
巻
の
前
年
）
に
前
坊
の
姫
君
が
斎
宮
に
定
め
ら
れ
た
可
能
性
│

そ
も
そ
も
斎
院
と
斎
宮
が
同
じ
年
に
卜
定
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
│

と
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
何
を
前
提
に
考
え
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
歴
史
上
で
の
天
皇
の
即
位
に
伴
う
新
斎
宮
・
新
斎
院
の
卜
定
か

ら
初
斎
院
入
り
、
そ
し
て
伊
勢
群
行
と
紫
野
院
入
り
ま
で
の
あ
り
方

を
通
覧
し
て
み
た
い
。
巻
末
の
表
に
あ
る
通
り
、
斎
宮
は
天
皇
毎
に

交
代
す
る
も
の
の
、
斎
院
は
天
皇
毎
に
交
代
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
う
ち
、『
源
氏
物
語
』
の
朱
雀
帝
と
同
じ
よ
う
に
、
天
皇
の
即

位
と
と
も
に
斎
宮
と
斎
院
が
一
緒
に
交
代
し
た
例
は
、
一
条
天
皇
御

代
ま
で
で
見
る
と
、
嵯
峨
・
仁
明
・
文
徳
・
清
和
・
陽
成
・
宇
多
・

朱
雀
・
冷
泉
の
各
天
皇
御
代
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
嵯
峨
天
皇
は
、

斎
院
を
創
設
し
た
天
皇
で
、
斎
宮
の
卜
定
の
後
に
、
薬
子
の
変
を
契

機
に
新
た
に
斎
院
を
創
設
し
た
の
で
あ
り
、
正
確
に
は
御
代
替
わ
り

に
伴
う
交
代
の
例
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
外
し
て
、
仁
明
か

ら
冷
泉
ま
で
で
見
る
と
、
宇
多
を
除
い
て
、
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
は

い
ず
れ
も
同
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
宇
多
の
御
代
の

み
、
斎
宮
卜
定
の
十
一
日
後
に
斎
院
卜
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同

月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
一
緒
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
問
題

は
な
い
。
と
な
る
と
、
天
皇
の
御
代
交
代
に
伴
っ
て
斎
宮
と
斎
院
が

交
代
す
る
場
合
は
、
同
日
も
し
く
は
同
じ
月
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
史
上
の
初
斎
院
入
り
の
日
を
見
る
と
、
清
和
天
皇
御

代
が
同
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
冷
泉
天
皇

御
代
が
二
日
違
い
、
宇
多
天
皇
御
代
が
三
日
違
い
、
朱
雀
天
皇
御
代

で
は
約
三
ヵ
月
違
い
で
あ
り
、
必
ず
し
も
同
じ
日
と
は
限
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
斎
宮
の
伊
勢
群
行
と
斎
院
の
紫
野
院
入
り
の

日
程
を
見
る
と
、
卜
定
か
ら
約
二
年
後
の
同
じ
年
の
四
月
に
斎
院
の

紫
野
院
入
り
が
行
わ
れ
、
九
月
に
斎
宮
の
伊
勢
群
行
が
行
わ
れ
て
い

る
。
仁
明
・
文
徳
・
清
和
・
宇
多
・
朱
雀
の
各
天
皇
の
御
代
で
は
そ

れ
が
明
確
に
確
認
で
き
る
。
冷
泉
天
皇
御
代
は
斎
宮
が
伊
勢
へ
群
行

す
る
前
に
天
皇
の
退
位
が
あ
っ
た
た
め
、
群
行
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
陽
成
天
皇
御
代
で
は
、
斎
宮
が
伊
勢
に
群
行
し
た
元

慶
三
（
八
七
九
）
年
の
四
月
に
斎
院
も
紫
野
院
入
り
す
る
は
ず
の
と

こ
ろ
、
同
年
三
月
二
十
三
日
に
太
皇
太
后
正
子
内
親
王
が
崩
御
し
た

た
め
に
延
期
と
な
り
、
翌
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
四
月
に
紫
野
院
入

り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
天
皇
の

御
代
交
代
に
伴
っ
て
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
ほ

ぼ
一
緒
の
日
程
で
卜
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
初
斎
院
入
り
の
日
程
は

斎
宮
と
斎
院
で
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
が
、
斎
宮
群
行
と
斎
院
紫

野
院
入
り
は
原
則
同
じ
年
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
を
も
と
に
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
朱
雀
帝
即
位
に
伴
う
斎

宮
と
斎
院
を
考
え
て
み
る
と
、
理
解
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
内
容
が

明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は
、
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
が
、
同
日
か
ほ
ぼ

同
じ
こ
ろ
に
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
よ
っ
て
斎
宮
の
群
行
と

斎
院
の
紫
野
院
入
り
も
同
じ
年
に
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
本
文
で
は
、
先
に
斎
宮
卜
定
の
話
が
あ

り
、
そ
の
後
で
斎
院
の
卜
定
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
斎
宮
の

卜
定
が
斎
院
卜
定
の
翌
年
に
持
ち
越
さ
れ
た
よ
う
な
文
脈
も
な
い
。

前
節
で
述
べ
た
通
り
、
花
宴
巻
か
ら
葵
巻
ま
で
に
二
年
の
時
間
が
経

過
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
花
宴
巻
の
年
に
桐
壺
帝
譲
位
と

朱
雀
帝
即
位
、
そ
し
て
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
が
あ
れ
ば
、
二
年
後
の

葵
巻
の
冒
頭
で
二
度
目
の
御
禊
が
行
わ
れ
て
も
何
ら
不
審
は
な
い
。

従
来
は
即
位
を
花
宴
巻
の
翌
年
と
考
え
た
こ
と
に
よ
り
、
斎
院
の
二

度
目
の
御
禊
ま
で
の
時
間
が
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
卜
定
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
葵
巻
の
最

初
の
年
に
斎
宮
の
群
行
も
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
物

語
を
読
む
と
、
葵
巻
の
冒
頭
で
は
、
ま
だ
初
斎
院
に
す
ら
入
っ
て
い

な
い
と
い
う
異
常
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。
車
争
い
が
あ
っ
た
こ
と

を
聞
い
た
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
を
心
配
す
る
場
面
に
は
、

み
や
す
ど
こ
ろ

御
息
所
は
、
心
ば
せ
の
い
と
恥
づ
か
し
く
、
よ
し
あ
り
て
お
は

す
る
も
の
を
、
い
か
に
思
し
う
む
じ
に
け
ん
、
と
い
と
ほ
し
く

ま
う

さ
い
ぐ
う

も
と

て
参
で
た
ま
へ
り
け
れ
ど
、
斎
宮
の
ま
だ
本
の
宮
に
お
は
し
ま

さ
か
き

は
ば
か

た
い
め
ん

せ
ば
、
榊
の
憚
り
に
こ
と
つ
け
て
、
心
や
す
く
も
対
面
し
た
ま

は
ず
。

（
葵
②

二
六
〜
二
七
頁
）

と
、
ま
だ
自
宅
に
い
る
こ
と
が
判
る
。
葵
上
が
物
の
怪
に
苦
し
み
、

六
条
御
息
所
が
生
霊
に
な
っ
て
い
る
と
の
噂
が
御
息
所
の
も
と
に
届

さ
い
ぐ
う

こ

ぞ

う

ち

い

い
た
こ
ろ
に
、「
斎
宮
は
、
去
年
内
裏
に
入
り
た
ま
ふ
べ
か
り
し
を
、

さ
ま
ざ
ま
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
こ
の
秋
入
り
た
ま
ふ
。」（
葵
②

三
七
頁
）
と
語
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
本
来
な
ら
斎
院

と
同
じ
く
一
昨
年
中
に
初
斎
院
に
入
る
は
ず
が
延
期
と
な
り
、
さ
ら

に
「
遅
く
と
も
昨
年
中
に
は
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
障
り
が
あ
っ
た
た
め
に
」
二
年
後
の
秋
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た

と
の
意
で
は
な
い
の
か
。
異
例
で
あ
る
の
は
、
斎
院
の
方
で
は
な
く

斎
宮
の
方
で
、
そ
の
た
め
に
伊
勢
群
行
が
本
来
よ
り
一
年
遅
れ
て
し

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
井
は
、
斎
宮
の
卜
定
か
ら
初

斎
院
入
り
は
長
く
て
も
一
年
程
度
で
、
こ
こ
ま
で
ず
れ
込
む
の
は

「
考
え
ら
れ
な
い
長
さ
」
と
述
べ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
歴
史

上
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
陽
成
天
皇
御
代
の
一
人
目
の
斎
院

敦
子
内
親
王
は
、
先
述
し
た
通
り
元
慶
三
（
八
七
九
）
年
四
月
に
紫

野
院
入
り
す
る
は
ず
が
、
同
年
三
月
に
太
皇
太
后
正
子
内
親
王
の
崩
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御
に
よ
っ
て
一
年
延
期
と
な
り
、
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
四
月
十
一

日
に
紫
野
院
に
入
っ
て
い
る
。
卜
定
か
ら
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
陽
成
天
皇
の
二
人
目
の
斎
院
穆
子
女
王
は
、
元
慶
六
（
八
八

二
）
年
四
月
九
日
に
卜
定
さ
れ
、
同
年
七
月
二
十
四
日
に
初
斎
院
入

り
し
、
二
年
後
の
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
に
紫
野
院
に
入
る
は
ず

が
、
同
年
二
月
に
天
皇
の
突
然
の
譲
位
が
あ
り
一
年
延
期
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
仁
和
元
（
八
八
五
）
年
四
月
に
紫
野
院
に
入
る
は
ず

が
、
八
日
に
辨
官
に
死
の
穢
れ
が
あ
っ
た
た
め
延
期
と
な
り
、
六
月

二
十
八
日
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
途
中
で
一
年
延
期
と
な
り
、

卜
定
か
ら
群
行
ま
で
三
年
か
か
っ
た
例
だ
が
、
先
述
し
た
醍
醐
天
皇

御
代
の
斎
院
韶
子
内
親
王
の
場
合
は
、
皇
族
関
係
者
の
死
が
相
次
い

だ
た
め
、
卜
定
か
ら
初
斎
院
ま
で
に
三
年
二
ヵ
月
、
卜
定
か
ら
群
行

に
至
っ
て
は
五
年
二
ヵ
月
も
か
か
っ
て
い
る
。
障
り
が
あ
っ
た
こ
と

で
斎
宮
秋
好
の
群
行
が
一
年
遅
れ
る
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
、
史
上

の
例
に
徴
し
て
も
さ
し
て
お
か
し
な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
の
斎
宮
の
初
斎
院
入
り
の
記
事
は
、

さ
い
ぐ
う

こ

ぞ

う

ち

い

斎
宮
は
、
去
年
内
裏
に
入
り
た
ま
ふ
べ
か
り
し
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
が
つ
き

さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
こ
の
秋
入
り
た
ま
ふ
。
九
月
に
は
、
や

の
の
み
や

ふ
た
た
び

は
ら
へ

が
て
野
宮
に
移
ろ
ひ
た
ま
ふ
べ
け
れ
ば
、
二
度
の
御
祓
の
い
そ

ぎ
と
り
重
ね
て
あ
る
べ
き
に
、
た
だ
あ
や
し
う
ほ
け
ほ
け
し
う

ふ

だ
い
じ

て
、つ
く
づ
く
と
臥
し
な
や
み
た
ま
ふ
を
、宮
人
い
み
じ
き
大
事

い
の
り

に
て
、
御
祈
禱
な
ど
さ
ま
ざ
ま
仕
う
ま
つ
る
。
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
き
さ
ま
に
は
あ
ら
ず
、
そ
こ
は
か
と
な
く
て
月
日
を
過
ぐ
し

た
ま
ふ
。
大
将
殿
も
常
に
と
ぶ
ら
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
ど
、
ま
さ

い
と
ま

る
方
の
い
た
う
わ
づ
ら
ひ
た
ま
へ
ば
、
御
心
の
暇
な
げ
な
り
。

（
葵
②

三
七
頁
）

た
だ
で
さ
え
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
初
斎
院
入
り
が
や
っ
と
行
わ
れ
、

九
月
に
は
す
ぐ
野
宮
に
入
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
物
の
怪
事
件
に
よ

っ
て
斎
宮
の
母
の
六
条
御
息
所
が
病
気
が
ち
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
斎
宮
に
仕
え
る
人
々
は
「
い
み
じ
き
大
事
」
と
思
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
で
六
条
御
息
所
が
亡
く
な
り
で
も
し
た
ら
、
斎
宮
の
伊
勢

群
行
そ
の
も
の
が
取
り
や
め
に
な
る
危
機
的
状
況
だ
か
ら
で
あ
る
。

光
源
氏
に
し
て
も
、
正
妻
葵
上
の
病
気
と
六
条
御
息
所
の
病
気
の
二

つ
に
苛
ま
れ
て
心
の
暇
も
な
い
と
い
う
。
六
条
御
息
所
と
葵
上
の
確

執
は
、
葵
上
の
死
と
い
う
結
果
と
な
り
、

み
や
す
ど
こ
ろ

さ
い
ぐ
う

つ
か
さ

い

か
の
御
息
所
は
、
斎
宮
は
左
衛
門
の
府
に
入
り
た
ま
ひ
に
け
れ

き
よ

ば
、
い
と
ど
い
つ
く
し
き
御
浄
ま
は
り
に
こ
と
つ
け
て
聞
こ
え

も
通
ひ
た
ま
は
ず
。

（
葵
②

五
〇
頁
）

ほ
か

か
く
心
よ
り
外
に
、
若
々
し
き
も
の
思
ひ
を
し
て
、
つ
ひ
に
う

き
名
を
さ
へ
流
し
は
て
つ
べ
き
こ
と
、
と
思
し
乱
る
る
に
、
な
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ほ
例
の
さ
ま
に
も
お
は
せ
ず
。
さ
る
は
、
お
ほ
か
た
の
世
に
つ

け
て
、
心
に
く
く
よ
し
あ
る
聞
こ
え
あ
り
て
、
昔
よ
り
名
高
く

の
の
み
や

う
つ

も
の
し
た
ま
へ
ば
、
野
宮
の
御
移
ろ
ひ
の
ほ
ど
に
も
、
を
か
し

て
ん
じ
や
う
び
と

う
い
ま
め
き
た
る
こ
と
多
く
し
な
し
て
、
殿
上
人
ど
も
の
好
ま

あ
り

や
く

し
き
な
ど
は
、
朝
夕
の
露
分
け
歩
く
を
そ
の
こ
ろ
の
役
に
な
む

す
る
な
ど
聞
き
た
ま
ひ
て
も
…

（
葵
②

五
三
頁
）

と
、
斎
宮
の
初
斎
院
入
り
、
そ
れ
に
続
く
野
宮
入
り
が
、
葵
上
の
死

を
哀
悼
す
る
文
脈
の
中
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
花
宴
巻
の
翌
年
に
桐
壺
帝
の
譲
位
と
朱
雀
帝

の
即
位
、
そ
れ
に
伴
う
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
を
想
定
し
た
が
ゆ
え

に
、
初
斎
院
に
い
る
期
間
が
短
く
な
り
、
斎
院
の
御
禊
が
二
度
目
と

し
て
も
不
審
が
残
っ
た
わ
け
だ
が
、
朱
雀
帝
の
即
位
を
花
宴
巻
の
年

と
想
定
す
れ
ば
何
ら
齟
齬
は
起
こ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
朱
雀
帝
御
代

の
特
異
性
は
、
斎
院
の
紫
野
院
入
り
と
斎
宮
の
伊
勢
群
行
が
同
じ
年

に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
こ
そ
あ
る
。「
さ
ま
ざ
ま
さ
は
る
こ
と
」

（
葵
②

三
七
頁
）
の
内
実
は
不
明
だ
が
、
歴
史
上
で
延
期
に
な
っ

た
例
は
い
ず
れ
も
皇
親
等
の
死
が
障
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
斎
宮
が
初

斎
院
入
り
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
ひ
と
ま
ず
同
様
の
理
由
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
朱
雀
帝
が
即
位
し
た
後
に
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定

が
ほ
ぼ
一
緒
に
行
わ
れ
、
先
に
斎
院
が
初
斎
院
入
り
し
、
そ
の
後
に

斎
宮
が
初
斎
院
入
り
す
る
前
に
誰
か
が
亡
く
な
り
、
斎
宮
の
初
斎
院

入
り
が
翌
年
に
延
期
に
な
る
も
、
今
度
は
翌
年
に
も
誰
か
宮
廷
内
で

の
死
が
相
次
い
だ
こ
と
で
、
翌
々
年
に
ま
で
延
期
と
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
斎
宮
の
初
斎
院
入
り
が
二
年
も
ず
れ

込
ん
だ
の
は
、
そ
う
し
た
〈
死
〉
の
障
り
が
相
次
い
だ
こ
と
を
示
唆

す
る
。
葵
上
の
死
は
初
斎
院
入
り
の
障
り
と
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ

を
含
め
る
と
、
こ
う
し
た
〈
死
〉
の
連
鎖
が
朱
雀
帝
御
代
の
最
初
に

集
中
し
て
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三

五
壇
の
御
修
法
の
背
景

葵
巻
の
翌
年
、
賢
木
巻
の
九
月
に
斎
宮
は
伊
勢
に
下
向
し
、
そ
の

後
の
十
一
月
に
今
度
は
桐
壺
院
が
崩
御
す
る
。
そ
の
翌
年
は
諒
闇
と

な
り
、
正
月
行
事
等
は
一
切
中
止
と
な
る
が
、
右
大
臣
・
弘
徽
殿
大

后
は
着
々
と
権
力
基
盤
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
除
目
や
朧
月
夜
の
尚

侍
就
任
等
か
ら
窺
い
知
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
右
大
臣
方
と
左
大
臣

方
と
の
亀
裂
は
次
第
に
深
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
語
ら
れ
て
く

る
の
が
、
五
壇
の
御
修
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
尚
侍
と
な
っ
た
朧
月
夜

が
光
源
氏
と
弘
徽
殿
の
細
殿
で
密
会
す
る
背
景
と
し
て
語
ら
れ
て
く

る
が
、
こ
れ
は
本
来
帝
と
関
わ
っ
て
行
わ
れ
る
修
法
で
あ
る
。
本
文

に
は
、
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み
か
ど

ゆ
い
ご
ん

帝
は
、
院
の
御
遺
言
た
が
へ
ず
あ
は
れ
に
思
し
た
れ
ど
、
若
う

か
た

お
は
し
ま
す
う
ち
に
も
、
御
心
な
よ
び
た
る
方
に
過
ぎ
て
、
強

は
は
き
さ
き

お
ほ
ぢ
お
と
ど

き
と
こ
ろ
お
は
し
ま
さ
ぬ
な
る
べ
し
、
母
后
、
祖
父
大
臣
と
り

ま
つ
り
ご
と

ど
り
に
し
た
ま
ふ
こ
と
は
え
背
か
せ
た
ま
は
ず
、
世
の
政
御

心
に
か
な
は
ぬ
や
う
な
り
。
わ
づ
ら
は
し
さ
の
み
ま
さ
れ
ど
、

か

む
尚
侍
の
君
は
、
人
知
れ
ぬ
御
心
し
通
へ
ば
、
わ
り
な
く
て
も
お

ご
だ
ん

み
ず
ほ
ふ

ぼ
つ
か
な
く
は
あ
ら
ず
。
五
壇
の
御
修
法
の
は
じ
め
に
て
つ
つ

ひ
ま

し
み
お
は
し
ま
す
隙
を
う
か
が
ひ
て
、
例
の
夢
の
や
う
に
聞
こ

ほ
そ
ど
の

つ
ぼ
ね

え
た
ま
ふ
。
か
の
昔
お
ぼ
え
た
る
細
殿
の
局
に
、
中
納
言
の
君

紛
ら
は
し
て
入
れ
た
て
ま
つ
る
。

（
賢
木
②

一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
）

と
、
朱
雀
帝
が
桐
壺
院
の
遺
言
を
守
ろ
う
と
し
て
も
ま
ま
な
ら
な
い

こ
と
が
語
ら
れ
、
次
に
朧
月
夜
尚
侍
と
光
源
氏
の
密
会
の
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
背
景
に
五
壇
の
御
修
法
が
語
ら
れ
る
。
五
壇
法
は
、
中
央

に
不
動
明
王
、
東
段
に
降
三
世
明
王
、
南
段
に
軍
荼
利
明
王
、
西
段

に
大
威
徳
明
王
、
北
段
に
金
剛
夜
叉
明
王
の
五
大
明
王
を
勧
請
し
て

同
時
に
修
す
る
密
教
修
法
で
あ
る
。
四
方
に
段
を
設
け
る
の
は
四
方

か
ら
侵
入
す
る
邪
気
を
祓
う
た
め
で
、
中
央
の
不
動
明
王
に
よ
っ
て

息
災
・
長
寿
・
増
益
な
ど
を
祈
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
何

ら
か
の
邪
気
の
侵
入
が
あ
る
、
も
し
く
は
あ
る
こ
と
を
怖
れ
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
修
法
で
あ
る
。
問
題
は
な
ぜ
こ
こ
で
五

壇
の
御
修
法
が
行
わ
れ
て
い
る
か
だ
。

史
上
の
五
壇
の
御
修
法
に
つ
い
て
は
既
に
森
茂
暁
に
よ
っ
て
そ
の

（
�
）

修
法
の
意
味
お
よ
び
変
遷
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
森
に
導
か

れ
な
が
ら
こ
こ
で
の
修
法
実
施
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。『
源
氏

物
語
』
が
執
筆
さ
れ
た
一
条
天
皇
の
御
代
、
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）

（
�
）

年
ま
で
で
見
る
と
、
九
例
の
五
壇
法
の
実
施
記
録
が
見
い
だ
せ
る
。

日
付
け
と
場
所
、
理
由
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
延
長
八
（
九
三
〇
）
年
七
月
二
十
一
日

常
寧
殿

②
天
慶
三
（
九
四
〇
）
年
二
月
十
八
日

法
性
寺
五
大
尊
御
前

「
内
裏
御
修
法
始
」「
為
降
伏
東
西
兵
乱
」

③
天
慶
三
（
九
四
〇
）
年
八
月
二
十
九
日

延
暦
寺
「
南
海

賊
事
」

④
応
和
元
（
九
六
一
）
年
閏
三
月
十
七
日

叡
山
大
日
院

⑤
康
保
四
（
九
六
七
）
年
八
月
十
一
日

禁
中
「
私
云
、
公

家
御
祈
歟
」「
主
上
、
東
宮
不
豫
、
新
帝
即
位
並
立
太
子
、

天
変
等
有
之
、
為
此
等
御
祈
、
何
時
被
修
之
哉
、
委
記
可
尋

之
」

⑥
天
元
四
（
九
八
一
）
年
八
月
十
六
日

場
所
不
明
「
為
公

家
御
祈
、
五
大
尊
御
修
法
被
修
之
」
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⑦
永
祚
元
（
九
八
九
）
年
夏

中
堂
「
摂
政
藤
原
朝
臣
病
悩

之
間
、
中
堂
に
…
五
大
尊
法
を
令
修
た
り
」

⑧
長
徳
三
（
九
九
七
）
年
五
月
二
十
二
日

場
所
不
明
「
宮

五
壇
法
始
之
。」

⑨
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
九
月
十
一
日

土
御
門
殿
「
或

記
云
、
後
一
条
天
皇
降
誕
、
御
母
上
東
門
院
」

内
容
を
具
体
的
に
見
る
と
、
①
は
延
長
八
年
七
月
二
十
一
日
に
常

寧
殿
で
行
わ
れ
た
五
壇
法
で
、
六
月
二
十
六
日
に
清
涼
殿
の
未
申
の

柱
に
落
雷
し
て
藤
原
清
貫
等
が
震
死
す
る
事
件
が
起
こ
り
、
こ
れ
よ

っ
て
醍
醐
天
皇
が
不
豫
と
な
っ
た
の
を
発
端
と
す
る
。
天
皇
は
七
月

二
日
に
清
涼
殿
か
ら
常
寧
殿
に
遷
御
し
、
十
五
日
に
は
御
咳
病
を
得

る
。
七
月
二
十
日
に
も
雷
鳴
が
あ
り
、
翌
二
十
一
日
に
天
皇
の
御
座

所
で
あ
る
常
寧
殿
で
天
台
阿
闍
梨
五
人
に
よ
っ
て
五
壇
法
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
落
雷
を
菅
原
道
真
の
祟
り
と
解
釈
し
、
そ
の
邪
気
を

祓
い
天
皇
の
病
気
平
癒
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
修
法
で
あ
る
。
し

か
し
、
病
気
は
平
癒
せ
ず
九
月
二
十
二
日
に
皇
太
子
寛
明
親
王
（
朱

雀
天
皇
）
に
譲
位
し
、
二
十
九
日
に
崩
御
に
至
っ
て
い
る
。
②
と
③

の
天
慶
三
（
九
四
〇
）
年
の
例
は
、「
為
降
伏
東
西
兵
乱
」
と
あ
る

よ
う
に
、
平
将
門
と
藤
原
純
友
の
所
謂
承
平
天
慶
の
乱
に
依
る
。
天

慶
三
年
に
は
年
明
け
か
ら
将
門
や
純
友
調
伏
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

修
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
正
月
実
施
の
主
だ
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、

三
日
に
延
暦
寺
や
東
寺
等
八
所
で
修
法
が
行
わ
れ
、
十
三
日
に
諸
社

に
奉
幣
し
て
兵
乱
鎮
定
を
祈
り
、
十
四
日
に
法
琳
寺
で
大
元
帥
法
を

修
せ
し
め
、
二
十
一
日
に
は
諸
社
諸
大
寺
で
仁
王
経
転
読
、
二
十
二

日
に
は
延
暦
寺
で
大
威
徳
法
を
修
し
、
二
十
四
日
に
延
暦
寺
と
南
神

宮
寺
で
修
法
を
修
し
、
三
十
日
に
は
石
清
水
・
賀
茂
・
住
吉
の
三
社

に
奉
幣
し
て
東
西
の
兵
乱
を
祈
禳
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
承
け
て

行
わ
れ
た
の
が
、
二
月
十
八
日
と
八
月
二
十
九
日
の
五
壇
法
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
宮
中
で
は
な
く
、
法
性
寺
や
延
暦
寺
と
い
っ
た
寺
で

行
わ
れ
て
い
る
。
④
の
例
は
村
上
天
皇
御
代
で
、
前
年
の
天
徳
四

（
九
六
〇
）
年
か
ら
天
変
や
疫
癘
が
流
行
し
、
五
月
四
日
に
は
藤
原

師
輔
が
薨
去
、
九
月
二
十
三
日
に
は
内
裏
が
炎
上
す
る
と
い
う
大
事

件
が
起
こ
る
。
翌
天
徳
五
年
は
村
上
天
皇
の
厄
年
に
あ
た
り
、
か
つ

辛
酉
革
命
の
年
で
あ
る
た
め
二
月
十
六
日
に
元
号
を
応
和
元
年
に
改

め
ら
れ
る
。
そ
の
後
二
月
二
十
六
日
に
は
春
の
仁
王
会
が
行
わ
れ
、

三
月
四
日
に
は
七
大
寺
、
延
暦
寺
、
東
西
寺
に
諷
誦
を
修
せ
し
め
、

天
下
安
穏
・
息
災
延
命
を
祈
願
し
て
い
る
。
閏
三
月
十
七
日
に
行
わ

れ
た
五
壇
法
は
比
叡
山
大
日
院
で
あ
り
、
同
日
に
は
天
皇
の
い
る
冷

泉
院
の
東
対
で
権
僧
正
寛
空
が
孔
雀
経
法
を
修
し
て
い
る
。
醍
醐
天

皇
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
天
皇
に
何
か
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
傍
で
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修
法
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、
孔
雀
経
法
は
天
皇
の
息
災
の
た
め
に
修

さ
れ
、
五
壇
法
は
叡
山
大
日
院
で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
天
下
安
穏

の
た
め
で
あ
ろ
う
。
⑤
の
康
保
四
年
は
、
村
上
天
皇
が
五
月
二
十
五

日
に
崩
御
さ
れ
、
皇
太
子
憲
平
親
王
（
冷
泉
天
皇
）
が
践
祚
し
た
年

で
、
八
月
に
入
っ
て
「
聖
体
不
豫
」
と
あ
る
か
ら
、
十
一
日
に
行
わ

れ
た
五
壇
法
は
、
冷
泉
天
皇
の
不
豫
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
禁
中

で
行
わ
れ
た
こ
と
も
天
皇
の
あ
り
方
と
強
く
関
わ
っ
て
い
る
と
見
て

良
い
。
⑥
の
例
は
円
融
天
皇
御
代
で
、
天
元
四
年
に
は
聖
体
不
豫
の

記
述
が
頻
出
す
る
。
三
月
二
十
五
日
、
七
月
二
十
九
日
、
八
月
三

日
、
八
月
八
・
九
日
、
八
月
二
十
六
日
に
「
御
薬
事
」
の
記
録
が
あ

（
�
）

る
か
ら
、
八
月
十
六
日
の
五
壇
法
も
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
て

の
も
の
か
。
た
だ
し
、
場
所
が
不
明
で
あ
る
こ
と
と
「
為
公
家
御

祈
」
と
あ
る
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
⑦
は
一
条
天
皇
が
十

歳
の
年
で
、
摂
政
藤
原
兼
家
の
病
悩
と
あ
る
か
ら
、
天
皇
で
は
な
く

天
皇
を
代
行
す
る
摂
政
兼
家
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
た
例
で
あ
る
。

⑧
は
、
太
皇
太
后
昌
子
内
親
王
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
た
例
、
⑨
は

一
条
天
皇
中
宮
藤
原
彰
子
が
土
御
門
殿
で
敦
成
親
王
を
産
む
時
に
行

わ
れ
た
修
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
寛
弘
五
年
以
前

に
行
わ
れ
た
五
壇
の
御
修
法
は
、
大
き
く
見
て
二
つ
の
場
合
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
が
判
る
。
そ
の
一
つ
は
天
皇
（
も
し
く
は
天
皇
を
代
行

す
る
摂
政
）
の
病
気
平
癒
や
出
産
な
ど
貴
人
の
体
調
と
関
わ
る
例

で
、
二
つ
目
は
天
下
安
穏
な
ど
国
家
の
危
機
的
状
況
と
関
わ
る
例
で

あ
る
。
両
者
で
異
な
る
の
は
修
法
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
で
、
病
気

や
出
産
の
例
で
は
病
人
の
傍
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
国
家
危
急

の
場
合
は
延
暦
寺
や
法
性
寺
な
ど
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

最
初
の
頃
は
天
皇
主
導
で
行
わ
れ
る
が
、
一
条
天
皇
御
代
の
こ
ろ
に

な
る
と
藤
原
摂
関
家
が
主
導
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

賢
木
巻
の
五
壇
の
御
修
法
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
ど
こ
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
そ
の
詳
細
は
一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
史
上
の
朱
雀
天
皇
御
代
に
あ
っ
た
よ
う
な
地
方
の
叛
乱
等
は

考
え
に
く
い
。
残
る
は
朱
雀
帝
や
右
大
臣
そ
し
て
弘
徽
殿
大
后
ら
の

不
豫
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
兆
し
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
史
上
の
五
壇
法
の
例
は
か
な
り
切
迫
し
た
状
況
の
中
で
し

か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
語
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
史

上
の
④
・
⑤
の
よ
う
に
、
天
皇
の
崩
御
や
天
皇
の
後
見
の
薨
去
な

ど
、
邪
気
の
侵
入
を
怖
れ
る
深
刻
な
事
態
を
朱
雀
帝
が
抱
え
て
い
た

と
考
え
る
の
が
一
番
可
能
性
が
高
い
。
先
述
し
た
通
り
、
斎
宮
の
初

斎
院
入
り
の
遅
れ
は
「
さ
ま
ざ
ま
さ
は
る
こ
と
」（
葵
②

三
七
頁
）

が
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
は
皇
親
の
〈
死
〉
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
述
べ
た
。
そ
の
後
を
語
っ
た
葵
巻
で
は
葵
上
が
亡
く
な
り
、
次
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の
年
の
賢
木
巻
で
は
桐
壺
院
が
崩
御
し
て
い
る
。
五
壇
の
御
修
法
は

こ
の
連
続
性
の
中
で
行
わ
れ
、
か
つ
弘
徽
殿
大
后
や
祖
父
右
大
臣
が

そ
れ
ぞ
れ
に
や
る
こ
と
に
帝
が
異
を
唱
え
ら
れ
な
い
と
す
る
文
脈
の

中
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
帝
の
意
思
と
い
う
よ
り
右

大
臣
や
弘
徽
殿
大
后
の
意
向
が
強
く
反
映
し
て
行
わ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
修
法
を
行
っ
て
い
る
場
所
は
、
国
家
安
穏
を
祈
願

す
る
な
ら
延
暦
寺
な
ど
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
帝
へ
の
邪
気
侵
入
を

防
ぐ
意
味
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
帝
の
御
在
所
の
傍
と
も
考
え

ら
れ
、
そ
う
な
る
と
清
涼
殿
な
ど
宮
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
、
光
源
氏
と
朧
月
夜
は
弘
徽
殿
の
細
殿
で
密
会
し
て
い
る
か

ら
、
す
ぐ
傍
ら
で
五
壇
法
は
行
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
五
壇

の
御
修
法
の
初
日
、
天
皇
が
重
く
謹
慎
し
、
修
法
の
声
が
響
く
中
、

二
人
の
密
会
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
密
会
の
背
景
に
語
ら

れ
て
く
る
五
壇
の
御
修
法
も
、
朱
雀
帝
即
位
以
来
の
「
さ
ま
ざ
ま
さ

は
る
こ
と
」（
葵
②

三
七
頁
）
と
桐
壺
院
の
崩
御
の
連
続
性
の
中

で
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
朱
雀
帝
御
代
は
邪
気
の
侵
入
を
防

ぐ
五
壇
法
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
深
刻
な
事
態
を
背
景
と
し
て

抱
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

結

葵
巻
の
冒
頭
に
語
ら
れ
る
の
は
、
新
斎
院
の
二
度
目
の
御
禊
、
す

な
わ
ち
紫
野
院
入
り
前
の
御
禊
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
年

立
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
二
年
の
時
間
の
経
過
は
、
花
宴
巻
と
葵
巻

の
間
に
見
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
卜
定
か
ら
二
年
経
過

し
て
二
度
目
の
御
禊
を
行
っ
た
と
見
る
と
、
桐
壺
帝
の
譲
位
と
朱
雀

帝
即
位
は
花
宴
巻
と
同
じ
年
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
紅

と
う
ぐ
う

よ

葉
賀
巻
末
の
「
春
宮
の
御
世
、
い
と
近
う
な
り
ぬ
れ
ば
」（
紅
葉
賀

①

三
四
七
頁
）
と
桐
壺
帝
が
語
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
花
宴
巻
冒
頭

（
�
）

の
桜
の
花
宴
が
譲
位
に
向
け
た
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
、
花

宴
巻
の
後
、
さ
ほ
ど
時
間
を
空
け
ず
に
譲
位
は
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

う
づ
き

れ
る
。
花
宴
巻
末
に
朧
月
夜
が
「
春
宮
に
は
、
四
月
ば
か
り
と
思
し

定
め
た
れ
ば
」（
花
宴
①

三
六
二
頁
）
と
あ
る
の
は
、
朱
雀
の
即

位
に
合
わ
せ
た
入
内
、
も
し
く
は
そ
の
直
前
で
の
参
内
を
意
識
し
た

内
容
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
史
上
の
例
に
徴
し
て
、
新
帝
即
位
に
伴

う
新
斎
宮
と
新
斎
院
の
卜
定
は
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
本
来
な
ら
斎
院
の
二
度
目
の
御
禊
が
あ
っ
た
年
の
秋
九
月

に
斎
宮
が
伊
勢
に
群
行
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
障
り
が
連
続
し
て
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
斎
宮
の
初
斎
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院
入
り
が
大
幅
に
遅
れ
、
伊
勢
へ
の
群
行
も
当
初
よ
り
一
年
遅
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
な
っ
た
理
由

こ
そ
が
、
皇
室
内
で
の
〈
死
〉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
雀
帝

御
代
は
、
即
位
か
ら
二
年
経
っ
て
も
ま
だ
斎
宮
が
初
斎
院
に
す
ら
入

れ
な
い
異
常
事
態
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
判
り
、
そ
の
間
に
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
皇
親
の
〈
死
〉
の
穢
れ
を
背
景
に
抱
え
込
ん
で
い
た
こ
と

が
判
る
。
新
斎
院
の
二
度
目
の
御
禊
と
紫
野
院
入
り
は
、
人
前
に
現

れ
な
い
朱
雀
帝
に
と
っ
て
、
帝
の
威
徳
や
威
厳
を
皆
に
見
せ
る
大
事

な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
皮
肉
に
も
そ

れ
が
六
条
御
息
所
の
怨
霊
化
の
契
機
と
な
り
、
新
た
な
〈
死
〉
を
招

く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は
、
桐
壺
院
の
崩
御
が
続
く

の
で
あ
る
。
賢
木
巻
で
行
わ
れ
る
五
壇
の
御
修
法
は
、
こ
う
し
た
朱

雀
帝
御
代
の
背
景
に
あ
る
深
刻
な
〈
死
〉
の
連
鎖
が
帝
に
及
ぶ
こ
と

を
怖
れ
た
修
法
で
あ
っ
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

物
語
は
、
桐
壺
帝
か
ら
朱
雀
帝
へ
の
譲
位
、
朱
雀
帝
の
即
位
、
そ

れ
に
伴
う
斎
宮
・
斎
院
の
卜
定
な
ど
即
位
当
初
の
主
だ
っ
た
内
容
を

何
も
語
ら
な
い
。
し
か
し
、
斎
院
の
紫
野
院
入
り
の
御
禊
が
行
わ
れ

た
年
に
、
斎
宮
が
ま
だ
初
斎
院
に
す
ら
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
語
る

こ
と
で
、
朱
雀
帝
御
代
が
当
初
か
ら
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
問
題
が

は
し
な
く
も
露
呈
し
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
知
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
本
居
宣
長
『
源
氏
物
語
年
紀
考
』
に
「
花
宴
巻

源
氏
二
十
歳
の

春
の
事
也
、
諸
抄
十
九
歳
と
す
、
誤
也
」
と
し
、「
葵
巻

源
氏
廿

二
歳
よ
り
、
廿
三
歳
の
正
月
迄
の
こ
と
見
え
た
り
。
諸
抄
廿
一
二
歳

と
す
る
は
誤
也
」（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻

筑
摩
書
房
）
に
よ

る
。

（
２
）
原
田
芳
起
「
源
氏
物
語
年
立
論
へ
の
疑
い
│
葵
の
巻
前
後
の
部
分

構
図
に
つ
い
て
│
」（「
国
語
と
国
文
学
」
第
３７
巻
第
５
号

昭
和
３５

（
一
九
六
〇
）
年
５
月
）

（
３
）
『
年
中
行
事
秘
抄
』
本
文
の
引
用
は
『
群
書
類
従
』
第
六
輯
に
よ

る
。
な
お
【
】
内
は
割
注
。

（
４
）
原
田
芳
起
「
源
氏
物
語
年
立
論
へ
の
疑
い
│
葵
の
巻
前
後
の
部
分

構
図
に
つ
い
て
│
」
注
（
２
）
に
同
じ

（
５
）
『
左
経
記
』
の
長
元
五
年
正
月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
当
初
斎

院
御
禊
は
三
月
十
一
日
と
四
月
二
十
五
日
の
二
案
が
あ
っ
た
経
緯
が

記
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
『
延
喜
式
』
本
文
の
引
用
は
、『
新
訂
増
補

國
史
大
系
』（
吉
川

弘
文
館
）
に
よ
る
。

（
７
）
『
花
鳥
余
情
』
本
文
の
引
用
は
、
源
氏
物
語
古
注
集
成
『
松
永
本

花
鳥
余
情
』（
桜
楓
社
）
に
よ
る
。

（
８
）
原
田
芳
起
「
源
氏
物
語
年
立
論
へ
の
疑
い
│
葵
の
巻
前
後
の
部
分

構
図
に
つ
い
て
│
」
注
（
２
）
に
同
じ

（
９
）
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
は
小
学
館
刊
行
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
『
源
氏
物
語
』
に
よ
り
、
巻
名
・
巻
数
・
頁
数
を
記
し
た
。
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（
１０
）
今
井
上
「『
源
氏
物
語
』
の
死
角
│
賀
茂
斎
院
考
」（「
国
語
国
文
」

第
８１
巻
第
８
号

九
三
六
号

平
成
２４
（
二
〇
一
二
）
年
８
月
）

（
１１
）
今
井
上
「『
源
氏
物
語
』
の
死
角
│
賀
茂
斎
院
考
」
注
（
１０
）
に

同
じ

（
１２
）
今
井
上
「『
源
氏
物
語
』
の
死
角
│
賀
茂
斎
院
考
」
注
（
１０
）
に

同
じ

（
１３
）
『
細
流
抄
』
本
文
の
引
用
は
、『
内
閣
文
庫
本

細
流
抄
』
源
氏
物

語
古
注
集
成
（
桜
楓
社
）
に
よ
る
。

（
１４
）
新
潮
古
典
集
成
（
昭
和
５２
（
一
九
七
七
）
年
）
が
「
今
年
冬
ま
で

は
宮
中
の
初
斎
院
に
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
早
く

紫
野
の
院
に
入
っ
た
も
の
か
」
と
述
べ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
こ
の

後
に
出
た
完
訳
日
本
の
古
典
『
源
氏
物
語
』（
昭
和
５８
（
一
九
八
三
）

年
）
が
「
今
年
春
卜
定
の
朝
顔
の
斎
院
が
こ
こ
に
い
る
の
は
不
審
」

と
し
、
岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
平
成
５
（
一
九
九
三
）

年
）
や
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
平
成
７
（
一
九
九
五
）

年
）、『
源
氏
物
語
の
観
賞
と
基
礎
知
識
』（
平
成
１２
（
二
〇
〇
〇
）

年
）
な
ど
が
「
不
審
」
と
す
る
注
を
引
き
継
ぐ
。

（
１５
）
今
井
上
「『
源
氏
物
語
』
の
死
角
│
賀
茂
斎
院
考
」
注
（
１０
）
に

同
じ

（
１６
）
山
本
利
達
「
斎
宮
と
斎
院
」（『
講
座
源
氏
物
語
の
世
界
』
第
三
集

有
斐
閣

昭
和
５６
（
一
九
八
一
）
年
）

（
１７
）
森
茂
暁
「
五
壇
法
の
史
的
研
究
」（「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」

第
３９
号

平
成
６
（
一
九
九
四
）
年
３
月
）・
同
「
五
壇
法
修
法
一

覧
」（「
福
岡
大
学
人
文
論
叢
」
第
３０
巻
第
１
号
（
通
巻
第
一
一
六

号
）
平
成
１０
（
一
九
九
八
）
年
６
月
）

（
１８
）
森
茂
暁
「
五
壇
法
修
法
一
覧
」（
注
（
１７
）
に
同
じ
）
に
よ
れ
ば

八
例
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
日
本
紀
略
』
に
よ
っ
て
③
の
用
例
を

新
た
に
補
っ
た
。

（
１９
）
こ
の
記
録
は
す
べ
て
『
小
右
記
目
録
』
に
よ
る
。

（
２０
）
拙
稿
「
宮
廷
詩
宴
と
し
て
の
花
宴
│『
源
氏
物
語
』「
桜
の
宴
」
攷

│
」（「
大
阪
大
谷
大
学
紀
要
」
第
４７
号

平
成
２５
（
二
〇
一
三
）
年

２
月
）

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）

歴
代
斎
宮
斎
院
表

歴
代

斎
宮

斎
院

斎
宮
名

才

父
・
母

日
付

斎
院
名

才

父
・
母

日
付

元
正

久
勢
女
王

卜
定

群
行

退
下

霊
亀
元
か

霊
亀
３
・
４
・
６

養
老
５
・
５
・
９
前
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井
上
女
王

５

首
（
聖
武
）

県
犬
養
広
刀
自

卜
定

野
宮

群
行

退
下

養
老
５
・
９
・
１１

養
老
５
・
９
・
１１

神
亀
４
・
９
・
３

天
平
１６
・
閏
正
・
１３

聖
武

県
女
王

卜
定

群
行

退
下

天
平
１６

天
平
１８
・
９
・
３

天
平
感
宝
元
・
閏
５
・
１１

孝
謙

小
家
女
王

三
原
王

卜
定

退
下

天
平
勝
宝
元
・
９
・
６

天
平
宝
字
２
・
８
・
１

淳
仁

安
倍
内
親
王

淳
仁
天
皇

卜
定

退
下

天
平
宝
字
２
・
８
・
１９

天
平
宝
字
８
・
１０
・
９

称
徳

光
仁

酒
人
内
親
王

１９

光
仁
天
皇

井
上
内
親
王

卜
定

野
宮

群
行

退
下

宝
亀
３
・
１１
・
１３

宝
亀
３
・
１１
・
１３

宝
亀
５
・
９
・
３

宝
亀
６
・
４
・
２７

浄
庭
女
王

神
王

禰
努
麻
内
親
王

卜
定

退
下

宝
亀
６
・
４
・
２９

天
応
元
・
４
・
３

桓
武

朝
原
内
親
王

１１

桓
武
天
皇

酒
人
内
親
王

卜
定

群
行

退
下

延
暦
元
・
８
・
１

延
暦
４
・
９
・
７

延
暦
１５
・
２
・
１５
前

布
施
内
親
王

桓
武
天
皇

中
臣
丸
豊
子

卜
定

野
宮

群
行

退
下

延
暦
１６
・
４
・
１８

延
暦
１６
・
８
・
２１

延
暦
１８
・
９
・
３

延
暦
２５
・
３
・
１７

平
城

大
原
内
親
王

平
城
天
皇

伊
勢
継
子

卜
定

野
宮

群
行

退
下

大
同
元
・
１１
・
１３

大
同
２
・
８
・
２４

大
同
３
・
９
・
４

大
同
４
・
４
・
１
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嵯
峨

仁
子
内
親
王

嵯
峨
天
皇

大
原
浄
子

卜
定

群
行

退
下

大
同
４
・
８
・
１１

弘
仁
２
・
９
・
４

弘
仁
１４
・
４
・
１６

有
智
子
内
親
王

４

嵯
峨
天
皇

交
野
女
王

卜
定

退
下

弘
仁
元

天
長
８
・
１２
・
８

淳
和

氏
子
内
親
王

淳
和
天
皇

高
志
内
親
王

卜
定

野
宮

群
行

退
下

弘
仁
１４
・
６
・
３

天
長
元
・
８
・
１４

天
長
２
・
９

天
長
４
・
２
・
２６

宜
子
女
王

仲
野
親
王

菅
野
氏

卜
定

群
行

退
下

天
長
５
・
２
・
１２

天
長
７
・
９
・
６

天
長
１０
・
２
・
２８

時
子
女
王

正
良
（
仁
明
）

滋
野
縄
子

卜
定

退
下

天
長
８
・
１２
・
８

天
長
１０
・
２
・
２８

仁
明

久
子
内
親
王

仁
明
天
皇

高
宗
女
王

卜
定

野
宮

群
行

退
下

天
長
１０
・
３
・
２６

承
和
元
・
８
・
２７

承
和
２
・
９
・
５

嘉
祥
３
・
３
・
２１

高
子
内
親
王

仁
明
天
皇

百
済
氏

卜
定

紫
野

退
下

天
長
１０
・
３
・
２６

承
和
２
・
４
・
２０

嘉
祥
３
・
３
・
２１

文
徳

晏
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
列
子

卜
定

野
宮

群
行

退
下

嘉
祥
３
・
７
・
９

仁
寿
元
・
８
・
２６

仁
寿
２
・
９
・
７

天
安
２
・
８
・
２７

慧
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
列
子

卜
定

紫
野

退
下

嘉
祥
３
・
７
・
９

仁
寿
２
・
４
・
１９

天
安
元
・
２
・
２８

述
子
内
親
王

文
徳
天
皇

紀
静
子

卜
定

退
下

天
安
元
・
２
・
２８

天
安
２
・
８
・
２７

清
和

恬
子
内
親
王

文
徳
天
皇

紀
静
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

貞
観
元
・
１０
・
５

貞
観
元
・
１２
・
２５

貞
観
２
・
８
・
２５

貞
観
３
・
９
・
１

貞
観
１８
・
１１
・
２９

儀
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
明
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

貞
観
元
・
１０
・
５

貞
観
元
・
１２
・
２５

貞
観
３
・
４
・
１２

貞
観
１８
・
１０
・
５

陽
成

識
子
内
親
王

４

清
和
天
皇

藤
原
良
近
女

卜
定

野
宮

群
行

退
下

貞
観
１９
・
２
・
１７

元
慶
２
・
８
・
２８

元
慶
３
・
９
・
９

元
慶
４
・
１２
・
４

敦
子
内
親
王

清
和
天
皇

藤
原
高
子

卜
定

紫
野

退
下

貞
観
１９
・
２
・
１７

元
慶
４
・
４
・
１１

元
慶
４
・
１２
・
４
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掲
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
今
子

卜
定

野
宮

退
下

元
慶
６
・
４
・
７

元
慶
７
・
８
・
２４

元
慶
８
・
２
・
４

穆
子
女
王

時
康
（
光
孝
）

正
如
王
女

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

元
慶
６
・
４
・
９

元
慶
６
・
７
・
２４

仁
和
元
・
６
・
２８

仁
和
３
・
８
・
２６

光
孝

繁
子
内
親
王

光
孝
天
皇

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

元
慶
８
・
３
・
２２

元
慶
８
・
８
・
１３

仁
和
元
・
９
・
１８

仁
和
２
・
９
・
２５

仁
和
３
・
８
・
２６

宇
多

元
子
女
王

本
康
親
王

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

仁
和
５
・
２
・
１６

寛
平
元
・
９
・
２０

寛
平
２
・
９
・
５

寛
平
３
・
９
・
４

寛
平
９
・
７
・
３

直
子
女
王

惟
彦
親
王

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

仁
和
５
・
２
・
２７

寛
平
元
・
９
・
２３

寛
平
３
・
４
・
１５

寛
平
４
・
１２
・
１

君
子
内
親
王

宇
多
天
皇

橘
義
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

寛
平
５
・
３
・
１４

寛
平
５
・
６
・
１９

寛
平
７
・
４
・
１６

延
喜
２
・
１０
・
８

醍
醐

柔
子
内
親
王

宇
多
天
皇

藤
原
胤
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

寛
平
９
・
８
・
１３

昌
泰
元
・
５

昌
泰
元
・
８
・
２２

昌
泰
２
・
９
・
８

延
長
８
・
９
・
２２

恭
子
内
親
王

２

醍
醐
天
皇

藤
原
鮮
子

卜
定

紫
野

退
下

延
喜
３
・
２
・
１９

延
喜
５
・
４
・
１８

延
喜
１５
・
５
・
４

宣
子
内
親
王

１４

醍
醐
天
皇

源
封
子

卜
定

紫
野

退
下

延
喜
１５
・
７
・
１９

延
喜
１７
・
４
・
１６

延
喜
２０
・
閏
６
・
９

韶
子
内
親
王

４

醍
醐
天
皇

源
和
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

延
喜
２１
・
２
・
２５

延
長
２
・
４
・
１４

延
長
４
・
４
・
２０

延
長
８
・
９
・
２２
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朱
雀

雅
子
内
親
王

２２

醍
醐
天
皇

源
周
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

承
平
元
・
１２
・
２５

承
平
２
・
６
・
１０

承
平
２
・
９
・
２８

承
平
３
・
９
・
２６

承
平
６
・
３
・
７

婉
子
内
親
王

２８

醍
醐
天
皇

藤
原
鮮
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

承
平
元
・
１２
・
２５

承
平
２
・
９
・
２５

承
平
３
・
４
・
１２

康
保
４
・
５
・
２５

斉
子
内
親
王

１６

醍
醐
天
皇

源
和
子

卜
定

退
下

承
平
６
・
春

承
平
６
・
５
・
１１

徽
子
女
王

８

重
明
親
王

藤
原
寛
子

卜
定

野
宮

群
行

退
下

承
平
６
・
９
・
１２

承
平
７
・
９
・
２７

天
慶
元
・
９
・
１５

天
慶
８
・
正
・
１８

村
上

英
子
内
親
王

２６

醍
醐
天
皇

藤
原
淑
姫

卜
定

退
下

天
慶
９
・
５
・
２７

天
慶
９
・
９
・
１６

悦
子
（
旅

子
）
女
王

６

重
明
親
王

藤
原
寛
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

天
暦
元
・
２
・
２６

天
暦
元
・
９
・
２５

天
暦
２
・
９
・
２６

天
暦
３
・
９
・
２３

天
暦
８
・
９
・
１４

楽
子
内
親
王

４

村
上
天
皇

荘
子
女
王

卜
定

群
行

退
下

天
暦
９
・
７
・
１７

天
徳
元
・
９
・
５

康
保
４
・
５
・
２５

冷
泉

輔
子
内
親
王

１６

村
上
天
皇

藤
原
安
子

卜
定

初
斎

退
下

康
保
５
・
７
・
１

安
和
元
・
１２
・
２５

安
和
２
・
８
・
１３

尊
子
内
親
王

３

冷
泉
天
皇

藤
原
懐
子

卜
定

初
斎

紫
野

康
保
５
・
７
・
１

安
和
元
・
１２
・
２７

天
禄
元
・
４
・
１２

円
融

隆
子
女
王

章
明
親
王

藤
原
敦
敏
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

安
和
２
・
１１
・
１６

天
禄
元
・
９
・
８

天
禄
元
・
９
・
３０

天
禄
２
・
９
・
２３

天
延
２
・
閏
１０
・
１６

― ４２ ―



規
子
内
親
王

２７

村
上
天
皇

徽
子
女
王

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

天
延
３
・
２
・
２７

貞
元
元
・
２
・
２６

貞
元
元
・
９
・
２１

貞
元
２
・
９
・
１６

永
観
２
・
８
・
２７

退
下

天
延
３
・
４
・
３

選
子
内
親
王

１２

村
上
天
皇

藤
原
安
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

天
延
３
・
６
・
２５

貞
元
元
・
４
・
２２

貞
元
２
・
４
・
１６

長
元
４
・
９
・
２２

花
山

済
子
女
王

章
明
親
王

藤
原
敦
敏
女

卜
定

初
斎

野
宮

退
下

永
観
２
・
１１
・
４

寛
和
元
・
９
・
２

寛
和
元
・
９
・
２６

寛
和
２
・
６
・
２３

一
条

恭
子
女
王

３

為
平
親
王

源
高
明
女

卜
定

野
宮

群
行

退
下

寛
和
２
・
８
・
８

永
延
元
・
９
・
１３

永
延
２
・
９
・
２０

寛
弘
７
・
１１
・
７

三
条

当
子
内
親
王

１２

三
条
天
皇

藤
原
�
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

寛
弘
９
・
１２
・
４

長
和
２
・
８
・
２１

長
和
２
・
９
・
２７

長
和
３
・
９
・
２０

長
和
５
・
正
・
２９

後
一
条

�
子
女
王

具
平
親
王

為
平
親
王
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

長
和
５
・
２
・
１９

長
和
５
・
９
・
１５

寛
仁
元
・
９
・
２１

寛
仁
２
・
９
・
８

長
元
９
・
４
・
１７

馨
子
内
親
王

３

後
一
条
天
皇

藤
原
威
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

長
元
４
・
１２
・
１６

長
元
５
・
４
・
２５

長
元
６
・
４
・
９

長
元
９
・
４
・
１７

後
朱
雀

良
子
内
親
王

８

後
朱
雀
天
皇

禎
子
内
親
王

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

長
元
９
・
１１
・
２８

長
元
１０
・
４
・
３

長
暦
元
・
９
・
１７

長
暦
２
・
９
・
１１

寛
徳
２
・
正
・
１６

娟
子
内
親
王

５

後
朱
雀
天
皇

禎
子
内
親
王

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

長
元
９
・
１１
・
２８

長
元
１０
・
４
・
１３

寛
徳
２
・
正
・
１６
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後
冷
泉

嘉
子
内
親
王

敦
明
親
王

藤
原
道
長
女

卜
定

野
宮

群
行

退
下

寛
徳
３
・
３
・
１０

永
承
２
・
９
・
１４

永
承
３
・
９
・
８

永
承
６
・
正
・
８

�
子
内
親
王

８

後
朱
雀
天
皇

藤
原
�
子

卜
定

紫
野

退
下

寛
徳
３
・
３
・
２４

永
承
３
・
４
・
１２

天
喜
６
・
４
・
３

敬
子
女
王

敦
平
親
王

源
則
理
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

永
承
６
・
１０
・
７

永
承
７
・
４
・
２５

永
承
７
・
９
・
２８

天
喜
元
・
９
・
１４

治
暦
４
・
４
・
１９

正
子
内
親
王

１４

後
朱
雀
天
皇

藤
原
延
子

卜
定

紫
野

退
下

天
喜
６
・
６
・
２７

康
平
３
・
４
・
１２

延
久
元
・
７
・
２４

後
三
条

俊
子
内
親
王

１４

後
三
条
天
皇

藤
原
茂
子

卜
定

野
宮

群
行

退
下

治
暦
５
・
２
・
９

延
久
２

延
久
３
・
９
・
２３

延
久
４
・
１２
・
８

佳
子
内
親
王

１３

後
三
条
天
皇

藤
原
茂
子

卜
定

退
下

延
久
元
・
１０
・
２８

延
久
４
・
７
・
６

白
河

淳
子
女
王

敦
賢
親
王

源
親
方
女

卜
定

野
宮

群
行

退
下

延
久
５
・
２
・
１６

承
保
元

承
保
２
・
９
・
２０

承
保
４
・
８
・
１７

篤
子
内
親
王

１４

後
三
条
天
皇

藤
原
茂
子

卜
定

退
下

延
久
５
・
３
・
１１

延
久
５
・
５
・
７

斉
子
女
王

小
一
条
院

源
政
隆
女

卜
定

退
下

承
保
元
・
１２
・
８

寛
治
３
・
４
・
１２

媞
子
内
親
王

３

白
河
天
皇

藤
原
賢
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

承
暦
２
・
８
・
２

承
暦
３
・
９
・
１

承
暦
３
・
９
・
８

承
暦
４
・
９
・
１５

応
徳
元
・
９
・
２２

堀
河

善
子
内
親
王

１１

白
河
天
皇

藤
原
道
子

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

応
徳
４
・
２
・
１１

寛
治
元
・
９
・
２１

寛
治
２
・
９
・
１３

寛
治
３
・
９
・
１５

令
子
内
親
王

１２

白
河
天
皇

藤
原
賢
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

寛
治
３
・
６
・
２８

寛
治
４
・
４
・
９

寛
治
５
・
４
・
２０

康
和
元
・
６
・
２０
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退
下

嘉
承
２
・
７
・
１９

禎
子
内
親
王

１９

白
河
天
皇

藤
原
賢
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

康
和
元
・
１０
・
２０

康
和
２
・
５
・
２８

康
和
３
・
４
・
１３

嘉
承
２
・
７
・
１９

鳥
羽

侚
子
内
親
王

１６

白
河
天
皇

藤
原
季
実
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

天
仁
元
・
１０
・
２８

天
仁
２
・
４
・
１４

天
仁
２
・
９
・
１５

天
永
元
・
９
・
８

保
安
４
・
正
・
２８

官
子
内
親
王

１９

白
河
天
皇

源
盛
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

天
仁
元
・
１１
・
８

天
仁
２
・
４
・
２０

天
仁
３
・
４
・
１３

保
安
４
・
正
・
２８

崇
徳

守
子
内
親
王

輔
仁
親
王

源
師
忠
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

保
安
４
・
６
・
９

天
治
元
・
４
・
２３

天
治
元
・
９
・
２７

天
治
２
・
９
・
１４

永
治
元
・
１２
・
７

悰
子
内
親
王

２５

堀
河
天
皇

源
仁
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

保
安
４
・
８
・
２８

天
治
元
・
１０
・
２５

天
治
２
・
４
・
１９

大
治
元
・
７
・
２５

（
恂
子
）
統
子

内
親
王

２

鳥
羽
天
皇

藤
原
璋
子

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

大
治
２
・
４
・
６

大
治
３
・
４
・
１４

大
治
４
・
４
・
１９

天
承
２
・
６
・
２９

禧
子
内
親
王

１１

鳥
羽
天
皇

藤
原
璋
子

卜
定

初
斎

退
下

長
承
元
・
１１
・
２５

長
承
２
・
４
・
１８

長
承
２
・
９
・
２

怡
子
内
親
王

輔
仁
親
王

源
行
宗
女

卜
定

初
斎

紫
野

長
承
２
・
１２
・
２１

長
承
３
・
９
・
２１

長
承
４
・
４
・
１５

近
衛

妍
子
内
親
王

鳥
羽
天
皇

藤
原
家
政
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

永
治
２
・
２
・
２６

康
治
２
・
２
・
２２

康
治
２
・
９
・
２７

天
養
元
・
９
・
８

久
安
６
・
４
・
９
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退
下

平
治
元
・
閏
５
・
１９

喜
子
内
親
王

堀
河
天
皇

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

仁
平
元
・
３
・
２

仁
平
元
・
９
・
１９

仁
平
２
・
９
・
３０

仁
平
３
・
９
・
２１

久
寿
２
・
７
・
２３

後
白
河

亮
子
内
親
王

１０

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

卜
定

初
斎

野
宮

退
下

久
寿
３
・
４
・
１９

保
元
元
・
９

保
元
２
・
９
・
１５

保
元
３
・
８
・
１１

二
条

好
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

卜
定

群
行

退
下

保
元
３
・
１２
・
２５

永
暦
元
・
９
・
８

永
万
元
・
６
・
２５

式
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

卜
定

紫
野

退
下

平
治
元
・
１０
・
２５

永
暦
２
・
４
・
１６

嘉
応
元
・
７
・
２６

六
条

休
子
内
親
王

１０

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

卜
定

初
斎

野
宮

退
下

仁
安
元
・
１２
・
１８

仁
安
２
・
６
・
２８

仁
安
２
・
９
・
２１

仁
安
３
・
２
・
１９

高
倉

惇
子
内
親
王

１１

後
白
河
天
皇

藤
原
公
能
女

卜
定

初
斎

野
宮

群
行

退
下

仁
安
３
・
８
・
２７

嘉
応
元
・
５
・
９

嘉
応
元
・
９
・
２７

嘉
応
２
・
９
・
１０

承
安
２
・
５
・
３

�
子
内
親
王

１１

二
条
天
皇

中
原
師
元
女

卜
定

初
斎

退
下

嘉
応
元
・
１０
・
２０

嘉
応
２
・
４
・
２２

嘉
応
３
・
２
・
２２

頌
子
内
親
王

２７

鳥
羽
天
皇

藤
原
実
能
女

卜
定

退
下

承
安
元
・
６
・
２８

承
安
元
・
８
・
１４

功
子
内
親
王

２

高
倉
天
皇

藤
原
公
重
女

卜
定

野
宮

退
下

治
承
元
・
１０
・
２８

治
承
２
・
９
・
１３

治
承
３
・
正
・
１１

範
子
内
親
王

２

高
倉
天
皇

藤
原
成
範
女

卜
定

初
斎

紫
野

退
下

治
承
２
・
６
・
２７

治
承
３
・
４
・
９

治
承
４
・
４
・
１２

治
承
５
・
正
・
１４

安
徳

（
注
）『
平
安
時
代
史
事
典
』（
資
料
・
索
引
編
）
の
角
田
文
衛
編
、
西
井
芳
子
増
訂
「
伊
勢
斎
宮
表
」「
賀
茂
斎
院
表
」
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
史
料
に
よ
り
一
部

訂
正
を
加
え
、
斎
宮
の
卜
定
時
の
年
齢
お
よ
び
斎
院
の
初
斎
院
入
り
の
日
程
を
付
け
加
え
た
。
年
齢
は
数
え
年
で
あ
る
。「
初
斎
」
と
は
初
斎
院
入
り
の
日

程
、「
紫
野
」
は
紫
野
院
入
り
の
日
程
で
あ
る
。
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